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授業のキーワード 夏目漱石 近代化 日本の家族 ライフサイクル 家族システム 新しい女 

授業の概要 

文豪夏目漱石とその家族や文学作品を通して、明治近代化以降の日本の家族の文化や

心理特性について学びます。 

第１講～第 7 講まで渡邊担当、第８講～第 14 講まで成田担当 

期待される学習成

果（目標） 

文学という切り口から、明治近代化以降の日本の家族、夫婦の関わりの変化、女性の

地位、今日につながる家族の問題等について把握、考察することができます。 

 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 

第 

１ 

講 

はじめに 授業内容の説明 
明治以前の日本の家庭における
女性の地位について見ていきま
す。 

第 

９ 

講 

家族心理学

からみた漱

石 

日本の家族の心理特性 

第 

２ 

講 

明治近代化の

影響 

明治近代化がもたらした様々な

社会的影響全般について概観し

ます。 

第 

10 

講 

漱石におけ
る家族ライ
フサイクル
① 

幼児期～青年期 

第 

３ 

講 

女性の意識の

目覚め 

『虞美人草』、『三四郎』を手が

かりに女性の意識の目覚めを見

ていきます。 

第 

11 

講 

漱石におけ
る家族ライ
フサイクル
② 

成人期 

第 

４ 

講 

男性の家族観 男性が抱く当時の家族観を『三

四郎』を手がかりに見ていきま

す。 

第 

12 

講 

漱石夫婦の

葛藤１ 

日本人の夫婦 

第 

５ 

講 

女性の意識の

向上 

『行人』を手がかりに、女性の
意識の向上がもたらした夫婦の
摩擦と“家族”の変化を見てい
きます。 

第 

13 

講 

漱石夫婦の

葛藤２ 

人生の転機と夫婦システム 

第 

６ 

講 

第５講と同じ 『こころ』を通して旧世界の理
念を負って生きてきた近代人故
のひとつの家庭悲劇を見ていき
ます。 

第 

14 

講 

『明暗』にみ

る夫婦関係 

夫婦の和合 

第 

７ 

講 

『こころ』の

場合 

『こころ』を通して旧世界の理
念を負って生きてきた近代人故
のひとつの家庭悲劇を見ていき
ます。 

第 

15 

講 

まとめ 夏目漱石を通して、個人の葛藤、

家族の葛藤、夫婦関係等につい

てまとめます。 

第 

８ 

講 

家族心理学か

らみた漱石 

個人と家族の心理学とは？ 

定 期 試 験 

ペーパーテストを行います。 

評価方法 試験８０％、授業態度２０％ 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 

その都度紹介します。 

 

 

その都度紹介します。 

 

 


